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７月の納税と料金
（7 月 31 日㈫が納期限です）

　「住基カード」をお持ちの人は、8 月 1 日㈬からコンビニ（日
本全国のセブンイレブンのマルチコピー機）で、「住民票の
写し」と「印鑑登録証明書」が取得できるようになります。
　年末年始を除く、午前６時 30 分から午後 11 時まで取得できる
大変便利なサービスで、静岡県東部では初の導入となります。
　このサービスの開始にあわせ住基カードの普及をすすめるため、
７月１日から 11 月 30 日まで、住基カード交付手数料（500 円）
が無料になるキャンペーンを実施します。この機会にぜひご利用く
ださい。　　　　　　　　　　　　　　　　　市民課☎ (82)4120

◆誰でも住基カードを作ることができるの ?
　御殿場市の住民基本台帳に登録のある人（外国人
住民を除く）は、誰でも作ることができます。
◆住基カードの申請・交付場所は ?
　７月１日㈰から市役所本庁舎１階 申請受付特設 
ブースで受け付けます。
　無料交付の期間中は、第１・第３日曜日も午前８時
30 分から正午まで受け付けます。平日は午前８時 30
分から午後５時 15 分（火曜日は午後７時）までです。
　市役所各支所でも下記の期間申請を受け付けます。

住基カード…正式には「住民基本台帳カード」。
住民基本台帳ネットワークシステムのサービス
のひとつとして、市から希望者に交付される高
度なセキュリティ機能を備えた IC カードです。

市役所各支所での申請受付（午前９時～午後４時）
◆富士岡支所　７月 10 日㈫・11 日㈬
◆原里支所　　７月 12 日㈭・13 日㈮
◆印野支所　　７月 17 日㈫
◆高根支所　　７月 18 日㈬
◆玉穂支所　　７月 19 日㈭・20 日㈮
※支所で受け付けた場合も、受け取りは市役所本庁舎
　のみとなります。

【手続きの流れ】

申請

照会

受取

◎申請者本人または代理人（委任状が必要）によ
る窓口申請（ただし、15 歳未満や成年被後見人
は法定代理人が申請）
必要書類／交付申請書、運転免許証・保険証・パ
スポートなど本人確認書類２点以上、写真付きの
場合は顔写真（市役所で無料で撮影できます）　

◎申請後、市役所から本人の住所に住民基本台帳
カード交付通知書兼照会書を郵送します。

◎申請者本人に交付窓口で４桁の暗証番号を設定
していただき、お渡しします。
必要書類／市役所から届いた照会書、運転免許証・
保険証・パスポートなど本人確認書類２点以上
※委任状による「カードの受け取り」はできません。

住基カード普及キャンペーン実施 !!
７月１日から 11 月 30 日まで住基カード交付手数料が無料です！

◎ 写 真 付 き 住 基
カードは公的な身
分証明書として利
用できます。
※住基カードの有
効期限は 10 年間
です。

●固定資産税・都市計画税第 2 期分　●国民健康保険税第１期分
●介護保険料第 1 期分　●水道料金・下水道使用料７月検針分

～復興を　祈って納める　消費税～

※ 市携帯サイト
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富士山の顕著な普遍的価値について

　富士山が世界文化遺産に登録されるために
は、富士山の持つ「信仰」と「芸術」を中心
とした文化的価値が、ユネスコ世界遺産委員
会の作業指針に規定された評

※

価基準に適合し
ているかが問われます。
　今年１月に提出された推薦書では、富士山
は評価基準のⅲ、ⅳ、ⅵに適合するものとし
て記述されています。
　今後の現地調査や世界遺産委員会において、
この主張が認められる必要があります。

※評価基準のⅲ、ⅳ、ⅵ
ⅲ　現存するまたは消滅した文化的伝統また
　　は文明の、唯一のまたは少なくとも稀

ま れ

な
　　証拠
ⅳ　人類の歴史上重要な時代を例証する建築
　　様式、建築物群、技術の集積または景観の優れた例
ⅵ　顕著で普遍的な意義を有する出来事、現存する伝統、思想、信仰または芸術的、文学的作品と、直接にまたは明
　　白に関連するもの

　御殿場市は富士山の麓
ふもと

にあって、美しい景観をはじめ、富士山から多くの恵みを受け、私たちの生活・文化は富士

山と密接に関わっています。富士山の荘厳で崇高な姿は、日本人の自然に対する信仰のあり方や、わが国独特の芸術

文化を育むと共に、葛飾北斎などの浮世絵を通じて西洋芸術にも影響を与えました。ここでは、富士山の世界文化遺

産登録を巡る動きなどについて紹介します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  企画課☎ (82)4421
社会教育課☎ (82)4633

富士山世界文化遺産登録までのスケジュール
1平成 24 年１月 27 日　日本政府からユネスコ（国連教育  
　科学文化機関）へ推薦書提出

⇩
2平成 24 年夏～秋　イコモス（国際記念物遺跡会議…ユネ
　スコの諮問機関）による現地調査

⇩
3平成 25 年５月頃　イコモスによる評価結果の勧告

⇩
4平成 25 年６～７月　第 37 回ユネスコ世界遺産委員会に
　おいて登録の可否決定

富士山の顕著な普遍的価値

名山としての
景観

信 仰 の 対 象
○富士山域
　・山頂の信仰遺跡群
　・登山道
○浅間神社の境内・　
　社殿群、御

お し

師住宅
○霊地・巡礼地

芸 術 の 源 泉

○富士山域に対する
　・展望地点
　・展望景観

○「富士山信仰」という山岳に対する固有の文化的伝統を表す
　証拠（評価基準ⅲに適合）
○世界的な「名山」としての景観の類型の顕著な事例（評価基
　準ⅳに適合）
○顕著な普遍的意義を持つ芸術作品との直接的・有形的な関連
　性（評価基準ⅵに適合）

2

※須山口登山道…須山浅間神社（裾野市）を起点として、本市印野地先・玉穂地先を通り富士山頂に至る道。修験道（山
岳信仰）の総本山・京都聖護院の道

ど う こ う じ ゅ ご う

興准后は、旅行記『廻
か い こ く  ざ っ  き   

国雑記』の中で、1486 年、須山口から富士の麓に至り「よそ
に見し 富士の白雪 今日わけぬ 心の道を神にまかせて」との歌を詠んでいます。この道は富士講（富士山を信仰する講社）
が広まった江戸時代には多くの人々に利用されましたが、1883 年に須山口二合八勺に接続する御殿場口登山道が開削さ
れると衰退しました。しかし今年１月、富士山への信仰を今に伝える古道として、国史跡に追加指定されました。

Q.1

Q.2

A

A

▶
須
山
口
登
山
道

▶
双
子
山
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2

市民の皆さんへの普及啓発について

　富士山の世界文化遺産登録を実現し登録後
も富士山を適切に保全管理するためには、富
士山の持つ価値への理解を促進する必要があ
ります。本市にも、印野の熔

よ う が ん ず い ど う

岩隧道や駒門風
穴といった国指定天然記念物や、新橋浅間神
社、一

いっ ぺい し  

幣司浅間神社、善龍寺、東
と う が く い ん

岳院（きや
り地蔵）など、富士山に関連した多くの歴史
資産があり、産業や生活・文化も富士山と密
接な関わりがあります。このため、市では、
昨年 12 月に設立された富士山世界文化遺産
御殿場市民推進協会と連携して、富士山の持
つ価値や素晴らしさについての普及啓発を進
めています。
　この夏にはイコモスの調査員による現地調
査が予定されています。調査ルートが決定し
ましたら、沿道の事業者・市民の皆さんに対
し、ご協力を要請する場合がありますので、
よろしくお願いします。

構成資産等の保護措置

　世界遺産に固有の規制は無く、構成資産が
各国の国内法令で適切に守られていることが
ユネスコに認められる必要があります。

構成資産のエリアには新たな規制がか
かるの？

富士山域をはじめとする構成資産や周
辺に設定した緩衝地帯については、推

薦書において、「文化財保護法、自然公園法、
国有林野の管理経営に関する法律及び各市町
の条例や土地利用指導要綱により既に適切に
守られている」としており、現在、新たな規
制の追加は想定されていません。

演習場はどのような扱いになるの？

推薦書においては「保全管理区域」に
位置づけられ、「地元団体による採草等

の土地利用の慣行を前提とした演習場として
の利用が、結果的に無秩序な開発から当該地
域を守る重要な役割を果たしてきた」と評価
しています。したがって、現在の利用の仕方
に変わりはありません。

構成資産

　富士山世界文化遺産の構成資産としては、
推薦書において、富士山域（各登山道の一
部を含む）、富士山本宮浅間大社、富士五湖、
忍
お し  の  

野八海、白糸の滝、三保松原など 25 箇所
が挙げられています。
　御殿場市に関係する構成資産は富士山域で
すが、概ね標高 1,500 ｍ以上の部分となり
ます。当市エリア内（右図）には、須

※

山口登
山道（現御殿場口登山道）の一部をはじめ、
雄大な宝永火口、ハイキングコースが整備さ
れている双子山や幕

ま く い わ

岩、お中
ちゅうどう　

道、学術的にも
貴重な自然休養林などが含まれています。特
に須山口登山道は信仰の対象として、富士山
の価値を表す重要な要素とされ、また、自然
環境や森林は富士山の文化的価値の基盤を成
すものとされています。

　
…
構
成
資
産
範
囲

　
…
緩
衝
地
帯

※
演
習
場
は
保
全
管
理
区
域
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姉妹都市ビーバートン市訪問団受け入れ

　御殿場市は、アメリカ合衆国オレゴン州のビーバートン市と姉妹都市提携をし
ています。両市の姉妹都市提携 25 周年にあたる今年、７月 25 日㈬から 30 日㈪
の日程でビーバートン市からビーバートン市長をはじめとする訪問団の皆さんが
御殿場を訪問する予定です。
　この間、両市長による対談や友好関係調印式、市民との交流会のほか、様々な
行事を行い、両市の交流を深めます。

市民協働課☎ (82)4308

      What's the Beaverton City!? ～ビーバートン市ってどんなまち？～

　ビーバートン市は、オレゴン州最大の都市であるポートランドの西約 12㎞に位置しています。面積は御殿場市の
４分の１以下の 42.3㎢ですが、人口は御殿場市と同じくおよそ９万人が暮らしています。ハイテク産業やスポーツ
用品製造業を中心に発展している、自然の中に広がる緑豊かなまちです。
　ビーバートンの語源は、かつてこの地に定住した先住民の集落近郊にビーバーが作ったダムによる大きな水地帯が
あり、彼らが「ビーバーの地」と呼んだことに由来するものです。たくさんの公園や自然の存在、教育制度の充実、
大企業の展開、大都市への近さなどから、全米で最も住みやすいまちの１つに選ばれています。

      

姉
妹
都
市
提
携
の
由
来

　

１
９
８
６
年
（
昭
和
61
年
）

６
月
に
ビ
ー
バ
ー
ト
ン
市
の
商

工
会
長
が
御
殿
場
市
を
訪
問
し

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
同
年

の
10
月
に
ビ
ー
バ
ー
ト
ン
市
か

ら
正
式
に
都
市
提
携
縁
組
の
申

し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
御
殿

場
市
は
こ
れ
を
受
け
て
姉
妹
都

市
提
携
を
検
討
し
、
ま
た
ビ
ー

バ
ー
ト
ン
市
に
あ
る
企
業
の
関

連
会
社
や
研
究
施
設
が
御
殿
場

市
に
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
市
民

の
要
望
も
高
ま
っ
た
こ
と
で
、

１
９
８
７
年
（
昭
和
62
年
）
10

月
22
日
に
ビ
ー
バ
ー
ト
ン
市
に

て
正
式
に
姉
妹
都
市
協
定
が
締

結
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
姉
妹

都
市
提
携
25
周
年
に
当
た
り
ま
す
。

      

姉
妹
都
市
と
は

　

ア
メ
リ
カ
英
語
に
よ
る

「Sister City

（
シ
ス
タ
ー
シ

テ
ィ
）」
と
い
う
呼
び
方
を
直

訳
し
た
も
の
で
、
文
化
交
流
や

親
善
を
目
的
に
提
携
を
結
ん
だ

都
市
同
士
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

友
好
都
市
、
親
善
都
市
、
双
子

都
市
な
ど
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

      

こ
れ
ま
で
の
交
流

　

25
年
前
の
姉
妹
都
市
提
携

後
、
両
市
の
親
善
使
節
団
が
訪

問
し
合
い
文
化
や
産
業
の
交
流

を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
元
年
に
、
御
殿
場
市
の

教
師
・
生
徒
が
初
め
て
ビ
ー

バ
ー
ト
ン
市
を
訪
問
し
て
以

来
、
主
と
し
て
教
育
交
流
が
盛

ん
に
な
り
、
中
学
生
を
中
心
と

し
た
相
互
訪
問
交
流
が
行
わ

れ
、
昭
和
63
年
か
ら
平
成
７
年

ま
で
の
間
に
市
内
小
学
校
６

校
、
中
学
校
３
校
で
姉
妹
校
提

携
が
結
ば
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
相
互
訪
問
な
ど
の

交
流
を
重
ね
、
最
近
で
は
平
成

19
年
８
月
に
、
御
殿
場
市
か
ら

17
人
が
姉
妹
都
市
提
携
20
周
年

を
記
念
し
て
ビ
ー
バ
ー
ト
ン
市

を
訪
問
し
て
い
ま
す
。
ま
た
平

成
23
年
８
月
に
は
、
ビ
ー
バ
ー

ト
ン
市
が
主
催
す
る
サ
ス
テ
ィ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
持

続
可
能
な
社
会
の
形
成
）
に
参

加
す
る
た
め
御
殿
場
市
か
ら
４

人
が
訪
問
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

は
、
ビ
ー
バ
ー
ト
ン
市
は
も
と

よ
り
、
ビ
ー
バ
ー
ト
ン
市
が
友

好
提
携
し
て
い
る
御
殿
場
市
以

外
の
５
カ
国
の
都
市
（
韓
国
・

天
安
、
台
湾
・
新シ

ン
チ
ュ
ー竹

、
フ
ラ
ン

ス
・
ク
ル
ー
ゼ
、
ド
イ
ツ
・
ト

ロ
ッ
シ
ン
ゲ
ン
、
ロ
シ
ア
・
ビ

ロ
ビ
ジ
ャ
ン
）
と
の
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

×

      

姉
妹
都
市
ビ
ー
バ
ー
ト
ン
市

訪
問
団
受
入
事
業
紹
介

　

受
入
期
間
中
、
次
の
と
お
り

様
々
な
交
流
や
文
化
体
験
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
事
業

期
間
を
「
姉
妹
都
市
市
民
交
流

期
間
」
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
訪
問
団
の
皆
さ
ん
に
御

殿
場
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
ょ
う
。

市
民
交
流

ラ
ン
チ
パ
ー
テ
ィ
ー

参
加
者
募
集

　

市
民
交
流
の
場
と
し
て
、
訪

問
団
の
皆
さ
ん
と
ラ
ン
チ
パ
ー

テ
ィ
ー
を
実
施
し
ま
す
。
一
緒

に
昼
食
を
と
り
な
が
ら
国
際
交

流
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
７
月
28
日
㈯　

正
午
～

会
場
／
国
立
中
央
青
少
年
交
流

日程 受入事業等
25 日㈬ 夕方、御殿場市に到着

26 日㈭

市長・議長表敬訪問
富士山樹空の森見学
両市長による対談、友好関係調印式
歓迎レセプション

27 日㈮
市内企業視察
箱根周辺観光
夕食会

28 日㈯
秩父宮記念公園視察、日本文化体験
市民交流ランチパーティー
御殿場市内見学

29 日㈰
太鼓まつり見学
市内企業視察
GIA 主催姉妹都市交流パーティー

30 日㈪ 午前、御殿場市を出発

の
家

対
象
／
市
民

参
加
料
／
１
、０
０
０
円

募
集
人
数
／
50
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
７

月
13
日
㈮
ま
で
に
市
民
協
働
課

☎(

82)

４
３
０
８
へ

ビ
ー
バ
ー
ト
ン
市
の

展
示
ブ
ー
ス
開
設

　

ビ
ー
バ
ー
ト
ン
市
の
情
報
や

両
市
の
こ
れ
ま
で
の
交
流
の
様

子
を
紹
介
し
ま
す
。

期
間
／
７
月
10
日
㈫
～
30
日
㈪

場
所
／
市
役
所
本
庁
舎　

市
民

ホ
ー
ル

　

こ
の
他
に
も
、
文
化
協
会
に

よ
る
文
化
体
験
や
市
内
に
あ
る

施
設
観
光
、
企
業
視
察
等
の
行

事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

姉妹都市ビーバートン市訪問団受入
事業日程表 ( 予定 )

（７月 25 日㈬～ 30 日㈪）

▲ビーバートン市役所

      Where is the Beaverton City!? ～ビーバートン市はどこにあるの？～

★

ビーバートン市 ビ
ー
バ
ー
ト
ン
市
は
ど
こ
だ
？

姉妹都市ビーバートン市訪問団受け入れ

▶
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
見
学（
平
成
23
年
８
月
）

▲御殿場市で行われた記念祝賀会（昭和 62 年 11 月）

▲ビーバートン市で演説する
勝亦副市長（平成 23 年８月）

5 4
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原里第２保育園　勝又　拓朗（保育士）

　４歳児の担任として
毎日楽しく過ごしてい
ます。今までできなかっ
たことがどんどんでき
るようになっていく喜
びを、子どもたちと一
緒に感じています。子
どもの成長を一番近くで見ていくことができる、とても
やりがいのある仕事です。
　笑顔いっぱいの職場でぜひ一緒に頑張っていきましょう。

＜ある１日のスケジュール＞

  8：30	 早番の先生から引き継ぎ、クラス保育へ
	 戸外遊び（園庭自由遊び）
10：00	 制作
11：15	 給食、着替え（パジャマへ）
12：30	 午睡、連絡ノート、その他事務仕事
14：00	 休憩
15：00	 起床、着替え（私服へ）
15：15	 おやつ、降園準備
16：00	 クラス保育、順次引き渡し
17：15	 遅番の先生へ引き継ぎ、勤務終了

国保年金課　中森　瞳（一般事務）

　私は国民年金の担当スタッフ
として、市民の皆さんの国民年
金に関する手続き・ご相談を受
けています。法律や制度等学ぶ
ことが多く勉強は欠かせません
が、人々の将来を支える大切な
仕事なのでとてもやりがいを感
じています。
　笑顔あふれる職場で一緒に頑
張りましょう。

 ＜ある 1 日のスケジュール＞

  8：30　朝礼、当日の業務確認
  9：00　沼津年金事務所で研修
12：00　帰庁後昼休み（食堂で同期と昼食）
13：00　データ入力

（年金機構から送付されたリストをもとに国民年金から
厚生年金に切り替わった人のデータを入力）
15：00　リスト内容のチェック

（年金機構から送付されたリスト内容をデータと見比べ
誤りがないかチェックする）
17：15　明日の業務確認、勤務終了（随時窓口に対応）

◆御殿場市 ・小山町広域行政組合職員

7

職 種 採用予定
人数 受 験 資 格 仕 事 の 内 容

一般事務

（障がいの

ある人）
若干名

・昭和 47 年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法による大学、
短大、高専、高校のいずれかの学校を卒業または平成 25 年３月
に卒業見込みの人

・身体障害者手帳または療育手帳の交付を受けている人
・自力により通勤ができ、かつ、介助者なしに職務の遂行が可能
な人

・通常の勤務時間に対応できる人
・活字印刷文による試験問題に対応できる人
※この試験と９月 16 日実施の御殿場市職員採用試験一般事務（短
卒・高卒）との両方に応募することはできません

市役所本庁または出先
機関等において、住民
異動・税務・保険年金・
福祉・環境・産業・都市・
教 育・ 文 化・ 地 域 づ く
り等の市民に身近な業
務をはじめ､ 行政事務
全般の幅広い業務に従
事します。

平成 24 年度採用職員から未来の後輩へメッセージ

職 種 採用予定
人数 受 験 資 格 仕 事 の 内 容

消 防 職 ５人程度

・原則御殿場市内または小山町内に居住する人（採用後居住でき
る人を含む）

・昭和 62 年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法による大学、
短大、高専、高校のいずれかの学校を卒業または平成 25 年３月
に卒業見込みの人

・赤色、青色及び黄色の色彩の識別ができる人

消防本部または消防署
などにおいて、救急・
救助・防災指導・消火
活動等に従事します。

　御殿場市と御殿場市・小山町広域行政組合では、平成 25 年４月１日付け採用の職員を募集します。
　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ／人事課☎ (82)4321

職 種 採用予定
人数 受 験 資 格 仕 事 の 内 容

一般事務 19 人程度
・学校教育法による大学を卒業または平成 25 年３月
に卒業見込みの人で、昭和 57 年４月２日以降に生
まれた人

市役所本庁または出先機関等におい
て、住民異動・税務・保険年金・福
祉・環境・産業・都市・教育・文化・
地域づくり等の市民に身近な業務を
はじめ､ 行政事務全般の幅広い業務
に従事します。

土木技師
（ 第 2 回

募 集 ）
若干名

・土木の専門課程を履修していること
・学校教育法による大学、短大、高専、高校を卒業
または平成 25 年３月に卒業見込みの人で次の年齢
に当てはまる人
≪大卒≫昭和 57 年４月２日以降に生まれた人
≪短大・高専卒業程度≫昭和 59 年４月２日以降に
生まれた人
≪高卒≫昭和 61 年４月２日以降に生まれた人
※高校卒業見込みの人は９月 16 日実施の御殿場市
職員採用試験　土木技師にのみ応募できます

市役所本庁または出先機関等におい
て、公共施設の土木工事の計画・設
計や各種申請の審査及び検査、土木
政策等に関する業務に従事します。

保 育 士 3 人程度
・保育士資格を有する人または平成 25 年３月末日ま
でに保育士の資格を取得見込みの人で、昭和 57 年
４月２日以降に生まれた人

市立保育園等において、乳幼児の保
育業務等に従事します。

幼 稚 園

教 諭
2 人程度

・幼稚園教諭免許を有する人または平成 25 年３月末
日までに幼稚園教諭免許を取得見込みの人で、昭和
57 年４月２日以降に生まれた人

市立幼稚園等において、幼児教育業
務等に従事します。

◆日程

“ 市民一人ひとりの幸せを最優先に考え、行動する職員 ”
                                       をめざして頑張ることができる新しい力を募集します !!

平成25年度採用職員募集

6

◆申し込み

※第２次試験の詳細は第１次試験の合格者に直接通知します。

◆御殿場市職員　※御殿場市職員募集の共通条件／原則御殿場市内に居住する人（採用後居住できる人を含む）

受付期間／７月２日㈪まで（土・日曜日は除く）
受付時間／午前８時 30 分～午後５時 15 分
申込方法／採用試験案内を、市役所３階人事課窓口で配布します。ま
　　　　　た市ホームページからダウンロードできます。書類に必要
　　　　　事項を記入し、直接、人事課窓口へお持ちいただくか、郵
　　　　　便等でお送りください。
申込期限／７月２日㈪必着
郵  送  先／〒 412-8601 御殿場市役所人事課
 HP http://www.city.gotemba.shizuoka.jp/jinji/

第１次試験 第２次試験

日　時 7 月 22 日㈰　午前 9 時～ 8 月 23 日㈭～ 26 日㈰

会　場 富士岡中学校 御殿場市民会館ほか
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調
査
の
概
要

　
　

調
査
期
間
／
平
成
23
年
11
月
22

日
～
12
月
22
日

対
象
・
抽
出
方
法
／
平
成
18
年

度
～
平
成
22
年
度
家
庭
用
生
ご

み
処
理
機
器
補
助
金
交
付
対
象

者
４
３
７
件
（
世
帯
）
に
対
し

て
調
査
票
を
送
付

趣
旨
／
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機

器
補
助
金
の
対
象
と
な
っ
た
家

庭
用
生
ご
み
処
理
機
器
に
つ
い

て
、
購
入
か
ら
数
年
後
の
使
用

状
況
を
確
認
す
る

　

回

答

状

況
　
　

回
答
数
／
合
計
２
５
１
件
（
回

答
率
57
・
43
％
）　　
　

御
殿
場
96
件
・
富
士
岡
68
件
・

原
里
34
件
・
玉
穂
17
件
・
印
野

９
件
・
高
根
18
件
・
そ
の
他
９
件

生ごみ処理機を購入した理由は？（複数回答可）

　この調査は、家庭用生ごみ処理機器補助金の対象となった家庭用生ごみ処理機器について、購入から数年後の使用
状況を確認するため実施しました。ここでは、調査の集計結果をお知らせします。

　　1生ごみが減れば、可燃ごみの量が減り、集積所
　　　へのごみ出しが楽になるから
2生ごみからできるたい肥を利用したかったから
3ごみ箱感覚で使用でき、手軽で衛生的だから
4ごみ減量やリサイクルに関心があるから
5指定ごみ袋の節約になるから
6生ごみの分別回収に参加するにあたり、回収日
　まで生ごみを衛生的に保管するため
7その他
8未回答

　４月に募集した「生ごみ水切りコンテスト」において、審査の結果、次の 11 作品が入賞しました。
これらの作品は、市ホームページ等で公表するとともに、ごみ減量啓発活動に活用します。　　　　
　生ごみの水切りをすると、大幅にごみの量が減ります。市民の皆さんには、ごみ減量へのご協力をお願いします。

 環境課☎ (83)1610

主な理由としては、『ごみ出しが楽になる』という利便
性と『生ごみをたい肥として利用したい』というリサイ
クルの意識です。

　

牛
乳
パ
ッ
ク
の
上
部
を
切
り
、
底
に
小
さ

な
水
切
り
穴
を
あ
け
ま
す
。

　

そ
こ
へ
生
ご
み
を
入
れ
て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
で
生
ご
み
の
水
分
を
押
し
だ
し
ま
す
。

　

牛
乳
パ
ッ
ク
の
上
部
と
底
を
切
り
取
り
、

そ
の
中
へ
生
ご
み
の
入
っ
た
袋
（
小
さ
な
穴

を
あ
け
た
も
の
）
を
入
れ
ま
す
。

　

袋
を
入
れ
た
牛
乳
パ
ッ
ク
を
、
流
し
の
壁

に
押
し
当
て
、
水
分
を
切
り
ま
す
。

1　

2　

3　

4　

5　

6　

7　

8

質　問1
回　　答A

【標語部門】 ※敬称略

※敬称略

小中学生の部　最優秀賞

岡村　朋香さんのアイデア

一般の部　最優秀賞

岡村　妙子さんのアイデア

【アイデア部門】

アイデア部門　最優秀賞アイデア紹介

部門 作品 氏名 学年・地区

小・中学生の部　 最優秀賞 「水切りが　ゴミ減量の　第一歩」 菊池　彩
あ や  り  

里   富士岡中　　３年

　　  〃 　　 　　優秀賞 「ひとしぼり　水気なくして　ゴミなくす」 勝俣　歩
あ ゆ  と  

都   御殿場南小　３年

　　  〃　  　　　優秀賞 「私でも　地球を守る　お手伝い」 伊東　美
み れ

玲
い

  御殿場南小　５年

一般の部　　 　　最優秀賞 「水切りで　我が家のごみも　軽量化」 勝又　薫   中畑西　　

　  　〃 　　 　　優秀賞 「生ごみの　水分減らして　ごみ減量」 小松　榮
さ か  え  

枝   東田中　　

　　  〃　  　　　優秀賞 「台所　水切り上手は　エコ上手」 小宮山　祐香   新橋　　

部門 氏名 学年・地区

小・中学生の部　最優秀賞 岡村　朋香   御殿場小　　４年

　      〃　     　　優秀賞 河
こ う  の  

野　佑磨   御殿場南小　４年

一般の部　　　　最優秀賞 岡村　妙子   二枚橋　　

　      〃　     　　優秀賞 杉江　敏子   富士見原　　

　      〃　     　　優秀賞 原　博子   中山下　　

処理済みの生ごみ（内容物）はどのように
していますか。

…たい肥として活用（71％）

…可燃ごみとして集積所　に出している（21％）

…その他（5％）

…生ごみの分別回収に出　している（3％）

大部分が『たい肥』として活用していますが、回答
者の約 20％は、『可燃ごみとして集積所に出してい
る』状況です。

質　問2

「生ごみ水切りコンテスト」
結果発表

「生ごみ水切りコンテスト」
結果発表

「生ごみ水切りコンテスト」
結果発表

回　　答A

たい肥としての使用効果はどの程度あります
か。（複数回答可）

…たい肥と市販の肥料を組み　合わせて施肥している（79％）

…たい肥のみで十分効果が　ある（11％）

…その他（６％）

…たい肥を利用しているが、　効果はあまりない（４％）

79％以上の人が『できあがったたい肥だけでは効果が
低い』と判断して、市販の肥料を混ぜながら使っています。

質　問3
回　　答A

ご
協

力ありがとうございました！

　生ごみ処理機は、生ごみを可燃ごみと分別して処理できる有効な手段ですが、故障して使用中止になっている件数

も多くなっています。処理機を長い間効果的に使うために、まず、機器の取り扱いを熟知し、メンテナンスをこまめ

に行いましょう。また、市では生ごみ処理機器の購入に関する補助金制度があります。この補助金は、購入前に申請

が必要です。詳しくは環境課へお問い合わせください。

0 30 60 90 120 150

150件

144件

99件

98件

48件

34件

22件

7件

 家庭用生ごみ処理機器
使用状況調査集計結果をお知らせします

 家庭用生ごみ処理機器
使用状況調査集計結果をお知らせします

 家庭用生ごみ処理機器
使用状況調査集計結果をお知らせします
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国
民
健
康
保
険
税
の

　
　
　

納
付
が
始
ま
り
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
（
以
下
「
国
保
」）
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
安
心
し
て
医
療
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
加
入
者
が
保
険
税
を
出
し
合
い
、
支
え
あ
う
制
度
で
す
。

　

平
成
24
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
（
以
下
「
国
保
税
」）
の
納
税
通
知
書
は
７
月

中
旬
に
世
帯
主
宛
て
に
送
付
し
ま
す
。

　

国
保
税
は
国
保
を
運
営
し
て
い
く
う
え
で
大
切
な
財
源
で
す
。
納
期
を
守
っ
て
納

め
ま
し
ょ
う
。

国
保
年
金
課
☎(

83)

１
２
５
５

　
　

  

よ
く
あ
る
質
問　

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ　

国
保
に
は
ど
う
い
う
人
が
加
入
し
ま

す
か
？

Ａ　

75
歳
未
満
で
次
の
よ
う
な
人
は
、
必

ず
居
住
し
て
い
る
市
町
村
の
国
保
に
加
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
自
営
業
者
と
そ
の
従
業
員

◆
ア
ル
バ
イ
ト
、
派
遣
社
員
な
ど
で
職
場

の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
人

◆
退
職
等
に
よ
り
職
場
の
健
康
保
険
を
や

め
た
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

Ｑ　

国
保
税
は
ど
の
よ
う
に
納
め
た
ら
よ

い
で
す
か
？

Ａ　

国
保
税
は
毎
年
４
月
か
ら
翌
年
３
月

ま
で
の
１
年
分
を
８
期
（
７
月
か
ら
翌
年

２
月
ま
で
毎
月
）
に
分
け
て
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。
お
近
く
の
金
融
機
関
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
税

務
課
、
市
役
所
各
支
所
ま

た
は
駅
前
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
窓
口
で
納
付
で
き

ま
す
。

Ｑ　

会
社
の
保
険
に
入
っ
て
い
る
の
に
、

世
帯
主
宛
て
に
納
税
通
知
書
が
届
い
た
の

で
す
が
？

Ａ　

国
保
の
喪
失
手
続
き
は
お
済
み
で

し
ょ
う
か
？
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に

入
っ
た
時
は
、
ご
自
分
で
（
同
居
の
家
族

で
も
手
続
き
が
で
き
ま
す
）「
社
会
保
険

加
入
連
絡
票
」
ま
た
は
社
会
保
険
の
保
険

証
、
あ
わ
せ
て
国
民
健
康
保
険
証
と
印
鑑

を
持
っ
て
、
国
保
年
金
課
、
市
役
所
各
支

所
ま
た
は
駅
前
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
国

保
の
喪
失
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

世
帯
主
は
国
保
に
入
っ
て
い
な
い

の
に
、
世
帯
主
宛
て
の
納
税
通
知
書
が

届
い
た
の
で
す
が
？

Ａ　

国
保
税
は
世
帯
主
に
納
税
義
務
が

あ
り
ま
す
。
世
帯
主
本
人
が
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
や
社
会
保
険
の
被
保
険
者

な
ど
、
国
保
の
被
保
険
者
で
な
い
場
合

で
も
、
そ
の
世
帯
内
に
国
保
の
被
保
険

者
が
い
る
場
合
、
擬
制
世
帯
主
と
し
て

納
税
義
務
が
発
生
し
ま
す
。
し
か
し
、

税
額
の
計
算
に
は
擬
制
世
帯
主
の
所
得

や
資
産
は
加
算
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

Ｑ　

国
保
税
の
額
は
ど
の
よ
う
に
し
て

決
ま
り
ま
す
か
？

Ａ　

国
保
税
は
所
得
割
・
資
産
割
・
均

等
割
・
平
等
割
で
算
出
し
た
医
療
保
険

分
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
、
介
護
納

付
金
分
の
合
計
で
世
帯
ご
と
決
ま
り
ま

す
。（
下
表
参
照
）

　内　容　　　　　　　　　　区　分 医療保険分① 後期高齢者
支援金分②

介護納付金分③
※40歳以上 65 歳
　未満の被保険者

小計

所得割額（被保険者ごと前年の所得から 33
万円を控除した額に税率をかけて得た額）

5.2％ 1.8％ 1.5％ 8.5％

資産割額（被保険者の土地、家屋にかかる
固定資産税額の合計に税率をかけて得た額）

27.0％ 8.0％ 3.5％ 38.5％

均等割額（被保険者数をかけて得た額） 20,700 円 6,900 円 9,600 円 37,200 円

平等割額（１世帯当たりの額） 19,200 円 6,000 円 4,200 円 29,400 円

課税限度額
平成 24 年度から 51 万円 14 万円 12 万円 77 万円

（平成 23 年度分まで） （50 万円） （13 万円） （10 万円） （73 万円）
※国保税額は、①＋②＋③の計算式で算出します。

国
保
税
の
納
税
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

国
保
税
を
一
人
で
も
納
め
な
い
人
が

い
る
と
、
他
の
人
の
負
担
が
重
く
な
っ

た
り
、
自
己
負
担
の
増
加
に
つ
な
が
っ

た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

国
保
税
は
自
分
の
た
め
、
み
ん
な
の

た
め
に
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

期
別
ご
と
の
納

付
が
難
し
い
と
い

う
人
は
、
税
務
課

☎(

82)

４
１
６
６

に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

国
保
税
額
の
計
算
方
法

　

な
お
、
口
座
振
替
を

お
申
し
込
み
い
た
だ
く

と
金
融
機
関
か
ら
自
動

的
に
引
き
落
と
し
さ
れ

る
の
で
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
世
帯
主
を
含
む
全
員
が
65
歳
以

上
75
歳
未
満
の
場
合
、
世
帯
主
の
年
金
か

ら
国
保
税
の
引
き
落
と
し
（
特
別
徴
収
）

を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆御殿場こだわり推奨品の認定（商工会）

　本市こだわりの品で推奨品として市内外に普及させ
ていきたい商品を認定する制度が生まれ、現在、手作
りハム・菓子・焼酎・醤油・豆腐など、22 事業所の
23 品目が認定されて
います。
御殿場こだわり推奨品
HP http://gotenba.jp/
kodawari/

◆富士山を生かしたまちづくり団体の支援　

　　　　　　　　　　　　　（企画課、社会教育課）
　富士山世界文化遺産御殿場市民推進協会の活動を支
援しています。
　本市を発着点とした構成資産めぐりツアー、パンフ
レットやポスターの作成、市民からの歌詞募集による
歌の作成などの活動が予定されています。

　御殿場市観光協会においては、産業観光部会、観光
キャンペーン検討部会、観光インフラ活性化部会の３
部会が組織されました。また、13 年ぶりに「わらじ大祭」
を復活させます。
　この他にも、御殿場・小山・裾野の「２市１町ぐる
り一周トレイル」の検討が行われるとともに、市と「エ
コツーリズム」「グリーンツーリズム」など民間の各
分野の実践者との意見交換も進められています。

観光ハブ都市づくりが進んでいます
　観光ハブ都市づくりがスタートし、地域経済の活性化と魅力あるまちづく
りのため、行政・市民・事業者の連携による取り組みが進められています。
　ここでは、これまでに取り組みが始まった施策について紹介します。

企画課☎ (82)4421

◆観光交流協定の締結（商工観光課）

　３月に御殿場市・熱海市・伊豆市により観光交流協
定が締結され、協力して観光振興を行うこととなりました。
◎インバウンド誘客事業／国内外からの旅行者に対す
　る、各市周遊ツアー企画等の取り組み
◎観光情報発信の連携／観光資源ＰＲや観光プロモー
　ション等の共同での取り組み
◎施設利用による市民交流推進／市営観光施設等への
　市民割引による交流推進
◎食の連携事業／各市の郷土料理を観光客や他市民にＰＲ
◎イベント時の市民交流推進／誘客イベント等での交
　流や相互出店の推進

◆「御殿場みくりやそば」を生かした まちおこし

　　　　　　　　　　　　　　　　（商工観光課）
　「『御殿場みくりやそば』あなたのそばで振舞隊」が
発足し、各種イベントで観光客や市民に積極的にＰＲ
を行っています。また市内 26 店舗が認定振舞店とし
て登録されました。
振舞隊公式 HP http://gotemba-mikuriyasoba.com/

◆スポーツツーリズムの推進（文化スポーツ課）

　本市におけるスポーツ体験観光の提案や各種競技会
の誘致、合宿可能な宿泊施設や観光施設との連携など
に取り組んでいます。
詳しくはホームページをご覧
ください。
HP http://www.g-sponavi.com
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ま
ち
づ
く
り
推
進
に
よ
る
施
策

ま
ち
づ
く
り
推
進
に
よ
る
施
策

◆
景
観
行
政
団
体
へ
の
移
行

（
都
市
計
画
課
）

　

本
市
は
３
月
に
景

観
行
政
団
体
と
な

り
、
今
後
、
富
士
山

の
ふ
も
と
に
ふ
さ
わ

し
い
、
景
観
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
桜
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り

（
都
市
整
備
課
ほ
か
）

　

本
年
度
よ
り
「
富

士
山
桜
い
っ
ぱ
い
ま

ち
づ
く
り
事
業
」
と

し
て
、
市
民
協
力
に

よ
り
本
市
を
桜
の
名

所
に
す
る
取
り
組
み

を
始
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
桜
並
木
整
備
の
検
討
を
始

め
て
い
ま
す
。

◆
道
路
整
備
10
か
年
計
画
の

策
定
等

（
都
市
計
画
課
ほ
か
）

　

市
の
骨
格
的
な
道
路
の
今
後
10
年

間
の
整
備
方
針
を
決
定
、
団
地
間
連

絡
道
路
、
箱
根
乙
女
線
、
新
橋
深
沢

線
な
ど
観
光
振
興
に
寄
与
す
る
道
路

整
備
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
こ
れ
か
ら
も
市
民
と
の
協

働
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と

ま
ち
お
こ
し
の
た
め
、
観
光
ハ
ブ
都

市
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

観光ハブ都市とは…
　本市は富士箱根伊豆交流圏の中心に位置し、東名・新東名・国道 138 号線など主要道路が交
　差する交通の要所です。その強みを生かし、本市の恵まれた観光資源を活用することで、観光
　客が本市周辺を訪れた際、必ず本市に立ち寄って楽しんでいただく都市を目指します。
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８
月
１
日
㈬
か
ら

　

現
在
お
使
い
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証
（
藤
色
）
は
、
７
月
31
日
㈫

で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。
新
し
い
保
険
証
（
緑
色
）
は
７
月
下
旬
に
郵
送
し

ま
す
の
で
、
８
月
１
日
㈬
か
ら
は
こ
の
緑
色
の
保
険
証
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

国
保
年
金
課
☎
（
82
）
４
１
８
８

▶
同
封
さ
れ
て
い
る
「
緑
色
」
の
新
し
い
保
険
証

▲このような封筒に保険証が
　同封されています。

保険料

＝
均等割額
37,900 円

＋
所得割額

賦課の元となる所得
× 7.39％

75 歳以上の
皆さんへ

（65 ～ 74 歳で一定の
障害があると
認定された人）

 「
限
度
額
適
用
・ 

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

（
減
額
認
定
証
）」

　

世
帯
全
員
が
平
成
24
年
度
住
民
税
非
課

税
の
被
保
険
者
は
、
減
額
認
定
証
の
交
付

を
受
け
る
こ
と
で
、
入
院
時
の
食
事
代
の

減
額
や
、
高
額
な
診
療
を
受
診
す
る
際
の

窓
口
で
の
負
担
額
が
一
定
額
に
と
ど
め
ら

れ
ま
す
。

◎
減
額
認
定
証
も
更
新
と
な
り
ま
す
が
、

既
に
減
額
認
定
証
を
お
持
ち
の
人
で
８
月

以
降
も
対
象
に
な
る
人
は
、
自
動
更
新
さ

れ
ま
す
の
で
、
申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

新
た
に
交
付
を
希
望
す
る
人
は
国
保
年

金
課
で
申
請
が
必
要
で
す
。

 

保
険
料

　

今
年
度
の
保
険
料
は
、
８
月
中
旬
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
保
険
料
は
、
平
成
23
年
中
の
所
得
に
基

づ
く
「
所
得
割
」
と
被
保
険
者
全
員
が
等

し
く
負
担
す
る
「
均
等
割
」
の
合
算
で
す
。

◎
年
度
途
中
で
加
入
し
た
場
合
は
、
月
割

り
で
計
算
し
ま
す
。

※
所
得
の
低
い
人
や
健
康
保
険
組
合
な
ど

の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
に
は
、
保
険
料

の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

◎
既
に
年
金
か
ら
特
別
徴
収
（
仮
徴
収
）

し
て
い
る
人
は
、
決
定
し
た
保
険
料
額
と

こ
れ
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
額
の
差

額
を
10
月
か
ら
特
別
徴
収
し
ま
す
。

 

保
険
料
の
納
付
方
法

◎
納
付
方
法
は
、
年
金
差
し
引
き
に
よ
る

「
特
別
徴
収
」
と
納
付
書
ま
た
は
口
座
振

替
で
納
め
る
「
普
通
徴
収
」
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
普
通
徴
収
と
特
別
徴
収
が
併
用

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
年
金
差
し
引
き
「
特
別
徴
収
」
で
納
付

し
て
い
る
人
で
も
、
申
し
出
に
よ
り
口
座

振
替
に
よ
る
納
付
方
法
を
選
択
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
こ
れ
ま
で
の
納
付
状
況
等
か
ら
、
口
座

振
替
へ
の
変
更
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料
は
、

病
院
や
薬
局
へ
支
払
わ
れ
る
皆
さ
ん
の
医

療
費
へ
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

安
定
的
な
医
療
制
度
を
維
持
し
て
い
く

う
え
で
不
可
欠
な
財
源
で
す
の
で
、
納
め

忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

納
付
に
関
す
る
相
談
や
８
月
に
な
っ

て
も
新
し
い
「
緑
色
」
の
保
険
証
が
届

か
な
い
場
合
は
、
国
保
年
金
課
☎
（
82
）

４
１
８
８
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

見
本

「
保
険
証
」

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

　

「
保
険
証
」
が
変
わ
り
ま
す

　
８
月
１
日
以
降
は
、

「
緑
色
」
の
保
険
証

を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

控
除
証
明
書
等
申
告
に
必
要
な
も
の
を
一

式
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
課
税
課
☎(

82)

４
１
２
９

　

市
ス
ポ
ー
ツ
賞

し
ょ
う

賜し

金き

ん

を
交
付
し
ま
す

　

地
域
の
予
選
会
を
経
て
、
全
国
大
会
以

上
の
各
種
競
技
大
会
に
出
場
す
る
個
人
に

対
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
賜
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
／
①
市
内
に
居
住
し
、
住
所
を
有
す
る
人

②
市
内
に
所
在
す
る
学
校
に
在
籍
す
る
人

※
①
ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

監
督
、
コ
ー
チ
ま
た
は
選
手
（
補
欠
を
含

む
）
で
、
国
・
県
・
市
の
代
表
と
し
て
大

会
に
参
加
す
る
人

申
込
期
間
／
大
会
終
了
後
２
カ
月
後
ま
で

※
大
会
に
出
場
す
る
た
め
に
、
市
か
ら
他

の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
対

象
外
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
各
申
込
期
間

内
に
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
に
あ
る
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
文
化
ス
ポ
ー

ツ
課
☎(

82)

４
１
３
５
へ

　

通
学
路
へ
伸
び
る
草
木
の
管
理
に
つ
い
て

　

雨
の
多
い
季
節
に
な
り
、
傘
を
さ
し
て

通
学
す
る
児
童
・
生
徒
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

傘
を
さ
し
て
の
通
学
は
視
界
も
悪
く
、

歩
行
す
る
た
め
の
幅
を
十
分
に
確
保
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
に
通

学
路
上
へ
草
や
木
の
枝
が
伸
び
て
い
る
と
、

回
避
の
た
め
更
に
車
道
側
を
歩
か
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
大
変
危
険
で
す
。

　

全
国
で
通
学
途
中
の
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
草
木
の
伸
び
る
季
節
で

す
。
安
全
確
保
の
た
め
、
通
学
路
へ
伸
び

る
草
木
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
く
ら
し
の
安
全
課

☎(

82)

８
４
０
０

　

平
成
24
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
た　
　

　

個
人
住
民
税
関
係
の
主
な
税
制
改
正

◆
公
的
年
金
所
得
者
の
確
定
申
告
手
続
き

の
簡
素
化

　

そ
の
年
に
お
い
て
公
的
年
金
等
に
か

か
る
雑
所
得
を
有
す
る
居
住
者
で
、
そ

の
年
中
の
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の

年
分
の
公
的
年
金
等
に
か
か
る
雑
所
得
以

外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場

合
に
は
、
そ
の
年
分
の
所
得
税
に
つ
い
て

確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
が
な
く
な

り
ま
し
た
（
還
付
申
告
は
従
来
通
り
）
。

【
注
意
】
公
的
年
金
等
以
外
の
所
得
金
額
が

20
万
円
以
下
で
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の

提
出
を
要
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
住

民
税
の
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

★
こ
れ
ま
で
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提

出
す
る
こ
と
で
生
命
保
険
料
控
除
や
地
震

保
険
料
控
除
を
申
告
し
て
い
た
人
で
、
今

回
の
所
得
税
の
確
定
申
告
書
に
つ
い
て
提

出
不
要
と
判
断
し
、
何
も
手
続
き
を
し
て

い
な
い
場
合
、
住
民
税
の
計
算
に
は
反
映

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
（
一
般
的
に
住
民
税
が

前
年
度
と
比
較
し
て
高
く
な
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
）
。

◆
扶
養
控
除
の
見
直
し

　

平
成
24
年
度
住
民
税
（
平
成
23
年
分
所

得
税
）
か
ら
次
の
と
お
り
見
直
し
が
さ
れ

ま
し
た
。

◎
年
少
扶
養
控
除
の
廃
止　

　

年
少
扶
養
親
族
（
16
歳
未
満
の
扶
養
親

族
）
に
か
か
る
扶
養
控
除
（
33
万
円
）
が

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

◎
特
定
扶
養
控
除
の
上
乗
せ
部
分
の
廃
止

　

特
定
扶
養
親
族
（
16
歳
以
上
23
歳
未
満

の
扶
養
親
族
）
は
、
16
歳
以
上
19
歳
未
満

の
扶
養
親
族
に
限
っ
て
、
扶
養
控
除
の
上

乗
せ
部
分
が
廃
止
さ
れ
、
扶
養
親
族
控
除

が
33
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

◆
障
害
者
控
除
（
同
居
特
別
障
害
者
加
算
）

の
改
め

　

扶
養
親
族
ま
た
は
控
除
対
象
配
偶
者
が

同
居
の
特
別
障
害
者
で
あ
る
場
合
に
、
扶

養
控
除
ま
た
は
配
偶
者
控
除
の
額
に
23
万

円
を
加
算
す
る
措
置
に
つ
い
て
は
、
年
少

扶
養
親
族
に
か
か
る
扶
養
控
除
の
廃
止
に

伴
い
、
特
別
障
害
者
控
除
の
額
に
23
万
円

を
加
算
す
る
措
置
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

課
税
課
で
、
住
民
税
の
申
告
を
受
け
付

け
し
ま
す
の
で
、
年
金
の
源
泉
徴
収
票
や

お
知
ら
せ

大会名 金額

全
国
大
会

国民体育大会（全国都道
府県対抗駅伝大会を含む）

１人 10,000 円全国障害者スポーツ大会
全国高等学校総合体育大会

全国中学校体育大会

国際大会（アジア大会・アジア
選手権大会・世界選手権大会）

１人 30,000 円
（国内開催）
１人 50,000 円
（国外開催）

オリンピック・パラリンピック １人 100,000 円

《市スポーツ賞賜金》

ア
ダ
ル
ト
Ｄ
Ｖ
Ｄ
購
入
者
を
告
発 

            

す
る
と
い
う
不
審
な
手
紙

　

「
『
違
法
わ
い
せ
つ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
購
入
者
に

対
し
て
告
発
す
る
こ
と
に
し
た
。
告
発
を

取
り
下
げ
て
ほ
し
い
者
は
、
期
日
ま
で
に

必
ず
電
話
で
連
絡
す
る
よ
う
に
』
と
い
う

手
紙
が
届
い
た
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」

こ
の
よ
う
な
相
談
が
５
月
半
ば
に
数
件
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

不
安
に
な
り
相
手
に
電
話
を
し
て
、
取

り
下
げ
料
名
目
で
数
十
万
円
を
請
求
さ
れ

た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
数
年

前
に
も
「
最
終
通
告
」
「
民
事
訴
訟
」
な

ど
の
言
葉
を
使
っ
た
は
が
き
が
送
ら
れ
て

く
る
、
い
わ
ゆ
る
「
架
空
請
求
」
が
多
発

し
ま
し
た
。
今
回
は
、
購
入
者
の
後
ろ
め

た
さ
に
つ
け
込
み
、
金
銭
を
振
り
込
ま
せ

よ
う
と
す
る
手
口
で
す
が
、
手
紙
は
ア
ダ

ル
ト
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
を
購
入

し
た
覚
え
の
な
い
人
に
も

届
い
て
い
ま
す
。

【
対
処
法
】
架
空
請
求
は
が
き
の
場
合
と

同
じ
で
す
。
①
不
安
に
な
っ
て
も
相
手
に

は
絶
対
に
電
話
を
し
な
い
。
②
電
話
を
し

て
相
手
か
ら
金
銭
の
支
払
い
を
求
め
ら
れ

て
も
支
払
わ
な
い
。
③
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
を
購

入
し
た
覚
え
が
あ
っ
て
も
一
切
無
視
す
る
。 

　

困
っ
た
と
き
に
は
、
早
め
に
市
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
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募
　
集

◆
意
見
の
提
出
方
法
は
？

　

担
当
課
窓
口
ま
た
は
担
当
課
の
指
定
す

る
場
所
へ
直
接
書
面
で
お
持
ち
い
た
だ
く

か
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル
な
ど

で
受
け
付
け
を
し
ま
す
。
そ
の
際
に
、
住

所
、
氏
名
な
ど
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま

す
が
、
公
表
は
し
ま
せ
ん
。

◆
案
の
決
定
と
意
見
な
ど
の
公
表
は
？

　

皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見

な
ど
を
考
慮
し
て
、
案
を
決
定
し
ま
す
。

　

決
定
し
た
計
画
や
条
例
の
内
容
、
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
意
見
と
そ
れ
に
対
す
る
市

の
考
え
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
担
当
課
窓
口
な
ど
で
公

表
し
ま
す
。

◆
今
後
意
見
を
募
集
す
る
計
画
等
は
？

　

今
年
度
、
市
で
は
以
下
の
よ
う
な
計
画

に
つ
い
て
意
見
を
募
集
す
る
予
定
で
す
。

◎
御
殿
場
市
障
害
者
計
画
（
社
会
福
祉
課
）

◎
御
殿
場
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想

（
都
市
計
画
課
）

問
い
合
わ
せ
／
企
画
課
☎(
82)
４
４
２
１

住
宅
の
新
築
・
増
改
築
時
の
ロ
ー
ン
制
度

　

市
で
は
、
住
宅
の
新
築
や
増
改
築
を
支

援
す
る
た
め
、
労
働
金
庫
と
協
力
し
て
、

低
金
利
の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

貸
付
制
度
は
、
労
働
金
庫
が
融
資
す
る

住
宅
資
金
の
う
ち
１
、
０
０
０
万
円
を
限

度
に
、
最
大
10
年
間
、
市
が
利
子
の
０
・

５
％
相
当
分
を
補
助
し
ま
す
。

　

住
宅
の
建
設
や
購
入
を
検
討
さ
れ
て
い

る
皆
さ
ん
は
、
募
集
額
に
限
度
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口
／
労
働
金
庫
各
支
店

時
間
／
平
日
の
午
前
9
時
～
午
後
3
時

（
毎
週
水
曜
日
は
午
後
7
時
ま
で
）

問
い
合
わ
せ
／
労
働
金
庫
御
殿
場
支
店

☎(

83)

５
１
０
０
、
市
商
工
観
光
課
☎

(

82)

４
６
２
２

  

「
第
18
回
全
国
報
徳
サ
ミ
ッ
ト　

　

御
殿
場
市
大
会
」
11
月
開
催
！

　

11
月
17
日

（土）
、
二
宮
尊
徳
（
二
宮
金
次

郎
）
の
教
え
に
賛
同
す
る
全
国
の
報
徳
ゆ

か
り
の
市
町
村
が
一
堂
に
会
し
、
御
殿
場

市
で
全
国
報
徳
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
「
報
徳
」
に
つ
い
て

参
加
市
町
村
の
首
長
が
意
見
交
換
す
る
ほ

か
、
講
演
、
演
劇
、
小
学
生
の
学
習
発
表

な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
報
徳
サ
ミ
ッ
ト
を
盛
り
上
げ
る

情
報
を
毎
月
20
日
号
の
「
広
報
ご
て
ん
ば
」

で
お
届
け
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
社

会
教
育
課
☎(

82)

０
３
３
９

　

親
子
水
辺
の
教
室
参
加
者
募
集

　
川
の
中
の
生
物
を
観
察
し
、
身
近
な
川

の
様
子
を
調
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
７
月
26
日

（木）　

午
前
９
時
～
正
午

※
雨
天
の
場
合
は
、
７
月
31
日

（火）
に
延
期

会
場
／
竜た

つ

良ら

川
（
高
根
中
郷
館
横
）

対
象
／
市
内
在
住
の
小
・
中
学
生
の
親
子

募
集
人
数
／
20
組
（
先
着
順
）

参
加
料
／
無
料

持
ち
物
／
筆
記
用
具
・
帽
子
・
タ
オ
ル

※
川
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
７
月
２
日

（月）

か
ら
13
日

（金）
ま
で
に
、
直
接
ま
た
は
電
話

で
、
環
境
課
☎(

83)

１
６
０
３
へ

　

市
の
政
策
等
を
つ
く
る
過
程
に
お
い
て
、

市
民
参
画
の
機
会
を
拡
大
し
、
公
正
の
確

保
と
透
明
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
「
み
ん
な
の
声
を
活
か
す
意
見
公

募
手
続
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
市
が
計
画
や
条
例
を
策

定
す
る
際
に
そ
の
案
を
公
表
し
、
皆
さ
ん

か
ら
意
見
を
求
め
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を

考
慮
し
て
意
思
決
定
を
行
い
、
市
の
考
え

方
を
公
表
す
る
一
連
の
手
続
き
を
言
い
ま
す
。

◆
計
画
案
や
条
例
案
の
閲
覧
場
所
は
？

　

計
画
、
条
例
等
の
案
は
、
担
当
課
窓
口

で
閲
覧
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

「
広
報
ご
て
ん
ば
」な
ど
で
ご
案
内
し
ま
す
。

◆
意
見
を
提
出
で
き
る
人
は
？

　

意
見
を
提
出
で
き
る
人
は
、
市
内
に
在

住
、
在
勤
、
在
学
す
る
人
や
市
内
に
事
業
所

を
有
す
る
人
及
び
法
人
そ
の
他
の
団
体
で
す
。

　

ま
た
、
生
活
や
事
業
活
動
が
市
と
関
連

し
て
お
り
、
市
の
政
策
決
定
に
よ
っ
て
重

大
な
影
響
を
受
け
る
と
思
わ
れ
る
人
及
び

法
人
そ
の
他
の
団
体
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

み
ん
な
の
声
を
活
か
す
意
見
公
募
手
続
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　 

　  

　
　
　
　
　
　
　
　
～
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
～

有
料
広
告

▶
前
回
の
開
催
地
か
ら
当
市
に

引
き
継
が
れ
た
ブ
ロ
ン
ズ
像

第 30 回富士山自然観察会「森を造る植物たち」参加者募集…７月 14 日（土）　午前 10 時から正午まで、富士山御殿
場口新５合目周辺を会場に観察会を開催します。募集人数は 30 人で、先着順となります。参加料は無料です。
申し込み・問い合わせ／６月 25 日（月）から７月６日（金）までに、直接または電話で環境課☎ (83)1603 へ
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「
目
指
せ
！
お
お
く
わ
が
た
博
士
」

　
　

                     

参
加
者
募
集

日
時
／
7
月
30
日

（月）　

午
前
9
時
30
分
～

11
時
30
分

会
場
／
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
じ
ざ
く

ら
」
２
階　

第
１
研
修
室

対
象
／
小
学
生
（
保
護
者
も
見
学
可
）

募
集
人
数
／
12
人
（
先
着
順
）

参
加
料
／
１
人
３
、
０
０
０
円
（
お
お
く

わ
が
た
の
つ
が
い
１
組
・
飼
育
ケ
ー
ス
・

産
卵
木
・
マ
ッ
ト
・
え
さ
代
含
む
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
７
月
３
日

（火）

か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
、
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
☎(

70)

６
８
０
０
へ

　

統
計
グ
ラ
フ
教
室
参
加
者
募
集

　
統
計
グ
ラ
フ
の
作
成
手
順
を
学
び
ま
す
。

日
時
／
６
月
30
日

（土）

○
低
学
年
の
部
…
午
後
１
時
～

○
高
学
年
の
部
…
午
後
３
時
～

会
場
／
図
書
館

対
象
／
市
内
に
在
住
す
る
小
学
生

募
集
人
数
／
○
低
学
年
の
部
…
20
人
（
保

護
者
同
伴
）、
○
高
学
年
の
部
…
30
人

※
い
ず
れ
も
先
着
順
で
す
。

参
加
料
／
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
直
接
ま
た
は

電
話
で
、
図
書
館
☎(

82)

０
３
９
１
へ

　

 

御
殿
場
の
歴
史
に
関
す
る　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

研
究
論
文
募
集

　

御
殿
場
市
の
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
歴

史
（
各
時
代
史
、
民
俗
史
、
文
化
史
、
産
業
・

経
済
史
、
社
会
史
、
宗
教
史
、
災
害
史
等
）

に
つ
い
て
の
研
究
論
文
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
要
領
／
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙

で
30
枚
か
ら
50
枚
（
１
２
、
０
０
０
～

２
０
、
０
０
０
字
、
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
可
）

※
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

※
記
述
資
料
の
出
典
を
明
確
に
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
応
募
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

審
査
員
／
横
浜
国
立
大
学　

名
誉
教
授

松
元　

宏
氏

発
表
及
び
授
賞
／
審
査
の
結
果
は
、
平
成

25
年
10
月
に
応
募
者
本
人
に
通
知

※
特
選
・
入
選
・
佳
作
論
文
は
、
「
地
方

史
研
究
御
殿
場
」
に
掲
載
し
ま
す
。
そ
の

他
の
応
募
者
に
は
奨
励
賞
を
授
与
し
ま
す
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
／
10
月
31
日

（水） 

（
必
着
）
ま
で
に
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
、

〒
４
１
２
‐
０
０
４
２　

萩
原
５
８
０
の

２　

図
書
館
☎(

82)

０
３
９
１
へ

　

 

市
民
芸
術
祭
参
加
団
体
・
作
品
募
集

◆
「
日
本
芸
能
の
つ
ど
い
」
参
加
団
体
募
集

開
催
日
時
／
10
月
28
日

（日）　

午
後
１
時
30
分
～

対
象
／
市
民
ま
た
は
市
内
に
通
勤
・
通
学

し
て
い
る
人
か
ら
な
る
団
体
で
、
事
前
打

ち
合
わ
せ
・
リ
ハ
ー
サ
ル
に
参
加
で
き
、

舞
台
運
営
に
協
力
で
き
る
団
体

募
集
部
門
／
民
踊
・
民
謡
・
詩
吟
・
太
鼓

な
ど
（
日
舞
は
含
ま
な
い
）

演
奏
時
間
／
10
分
以
内
（
出
入
り
を
含
む
）

参
加
料
／
有
り
（
後
日
連
絡
）

申
込
期
限
／
７
月
31
日

（火）

◆
「
美
術
展
」
作
品
募
集

展
示
期
間
／
９
月
21
日

（金）
～
23
日

（日）

対
象
／
高
校
生
以
上
の
市
民
、
市
内
に
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
人
ま
た
は
市
文
化
協

会
加
盟
者
で
搬
入
・
搬
出
が
で
き
る
人

種
目
／
①
絵
画
（
油
彩
画
・
ア
ク
リ
ル
画
・
水

彩
画
・
パ
ス
テ
ル
画
・
日
本
画
・
版
画
・
そ
の
他
）

②
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
（
Ｃ
Ｇ
）

③
彫

ち
ょ
う

塑そ

・
陶
芸
・
工
芸

※
出
展
作
品
は
本
人
の
創
作
で
、
未
発
表

の
も
の
に
限
り
ま
す
。

※
出
品
は
1
種
目
に
つ
き
1
点
の
み
と
し
ま
す
。

※
優
秀
作
品
に
は
賞
を
贈
り
ま
す
。

申
込
期
限
／
８
月
31
日

（金）

《
共
通
事
項

》

会
場
／
市
民
会
館

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
各
申
込
期
限

ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）
に
、
文
化
ス
ポ
ー

ツ
課
ま
た
は
市
民
会
館
に
あ
る
所
定
の
参

加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
直

接
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
で
、
〒
４
１
２

‐
８
６
０
１　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
内
市
民

芸
術
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

☎(

82)

４
３
１
９
、
℻(

82)

４
３
３
３
へ

　

お
や
こ
食
育
教
室
参
加
者
募
集

　

御
殿
場
市
健
康
づ
く
り
食
生
活
推
進
協

議
会
に
よ
る
食
育
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
７
月
31
日

（火）　

午
前
９
時
30
分
～

会
場
／
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
／
親
子
で
行
う
食
事
の
勉
強
と
調
理
実
習

対
象
／
市
内
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

募
集
人
数
／
15
組
（
先
着
順
）

参
加
料
／
１
人
３
０
０
円

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
ふ
き

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
７
月
２
日

（月）

か
ら
13
日

（金）
ま
で
に
、
直
接
ま
た
は
電
話

で
、
健
康
推
進
課
☎(

82)

１
１
１
１
へ

「ふれあいプール玉穂」営業時間を延長します…利用者の皆さんの利便を図るため、７月１日（日）から９月 30 日（日）ま
での間、夜の部の営業終了時間を午後９時まで延長します。　問い合わせ／ふれあいプール玉穂☎ (80)1515
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市
民
伝
言
板

　

第
１
回
市
民
活
動
団
体
発
表
展　

　

「
ふ
ら
っ
と
展
」
参
加
団
体
募
集

日
時
／
８
月
４
日

（土）
～
17
日

（金）

会
場
／
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
じ
ざ
く

ら
」
内　

交
流
ロ
ビ
ー

内
容
／
可
動
式
パ
ネ
ル
を
使
用
し
た
活
動

紹
介
、
会
員
募
集
、
作
品
展
示
他

対
象
／
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
登
録

し
て
い
る
市
民
活
動
団
体
（
未
登
録
の
団

体
は
、
登
録
し
て
く
だ
さ
い
）

募
集
団
体
／
６
団
体
（
先
着
順
）

参
加
料
／
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
☎(

70)

６
８
２
０

   

御
殿
場
市
政
カ
レ
ン
ダ
ー

　

（
平
成
25
年
版
）
写
真
募
集

テ
ー
マ
／
富
士
山
の
四
季
（
仮
）

応
募
規
格
／
横
位
置
の
写
真
を

２
Ｌ
判
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
し
た
も
の

※
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
作
品
は
、

６
０
０
万
画
素
以
上
の
画
質
で
、
か
つ
、

合
成
加
工
な
ど
の
な
い
も
の
に
限
り
ま
す
。

撮
影
地
／
御
殿
場
市
域
内
で
撮
影
し
た
も

の
（
水
ヶ
塚
、
足
柄
峠
、
冨
士
霊
園
な
ど

は
市
域
外
の
た
め
不
可
）

※
撮
影
の
際
、
民
地
に
立
ち
入
る
場
合
は

所
有
者
の
了
解
を
得
て
く
だ
さ
い
。

応
募
作
品
／
未
発
表
ま
た
は
発
表
予
定
の

な
い
自
作
品
（
他
の
コ
ン
テ
ス
ト
へ
応
募

ま
た
は
応
募
予
定
の
あ
る
も
の
は
不
可
）

応
募
点
数
／
一
人
最
大
13
作
品

発
表
・
そ
の
他
／
◎
採
用
者
に
は
、
直
接

本
人
に
通
知
し
、
粗
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

◎
採
用
作
品
の
使
用
権
な
ど
一
切
の
権
利

は
御
殿
場
市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す

（
採
用
作
品
は
、
今
後
市
の
刊
行
物
等
で

使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）
。

◎
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
／
８
月
６
日

（月）
ま
で

（
必
着
）
に
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
、
撮

影
場
所
・
撮
影
年
月
日
・
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
・
電
話
番
号
を

記
入
し
て
、
〒
４
１
２
‐
８
６
０
１　

秘
書
広
報
課
☎(

82)

４
１
２
７
、

 koho@
city.gotem

ba.shizuoka.jp

へ

※
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
作
品
は
、

Ｅ
メ
ー
ル
（
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
保
存
）
で
提
出
可

　

 

ソ
フ
ト
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル　

　
　
　
　
　

審
判
教
室
参
加
者
募
集

日
時
／
７
月
１
日

（日）　

午
後
７
時
～
９
時

会
場
／
市
体
育
館

対
象
／
個
人
ま
た
は
チ
ー
ム
（
当
日
参
加
も
可
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
ソ
フ
ト
ミ
ニ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会　

佐
々
木

☎
・
℻(

84)

０
２
７
０

　

狩
猟
免
許
試
験
予
備
講
習
会
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　

及
び
試
験
案
内

◆
狩
猟
免
許
試
験
予
備
講
習
会

日
時
／
７
月
16
日

（月）　

午
前
９
時
50
分
～

午
後
４
時

会
場
／
静
岡
労
政
会
館
６
階
大
ホ
ー
ル
（
静
岡
市
）

募
集
人
数
／
３
０
０
人

申
し
込
み
／
７
月
２
日

（月）
ま
で
に
住
所
地

の
地
区
猟
友
会
事
務
局
へ

問
い
合
わ
せ
／
静
岡
県
猟
友
会
事
務
局

☎
０
５
４
（
２
５
３
）
６
４
２
７
へ

◆
狩
猟
免
許
試
験
案
内

【
第
１
回
】
日
時
／
８
月
26
日

（日）　

午
前
９
時
～

会
場
／
東
部
総
合
庁
舎
（
沼
津
市
）

免
許
の
種
類
／
網
猟
、
わ
な
猟
、
第
一
種
・

第
二
種
銃
猟

申
請
期
間
／
６
月
25
日

（月）
～
７
月
27
日

（金）

【
第
２
回
】
日
時
／
平
成
25
年
２
月
17
日

（日）

午
前
９
時
～

会
場
／
藤
枝
総
合
庁
舎
（
藤
枝
市
）、
ま

た
は
下
田
総
合
庁
舎
（
下
田
市
）

免
許
の
種
類
／
わ
な
猟

申
請
期
間
／
12
月
17
日

（月）
～
平
成
25
年
１

月
18
日

（金）

《
共
通
事
項

》

申
し
込
み
／
住
所
地
を
所
管
す
る
農
林
事

務
所
森
林
整
備
課
（
天
竜
農
林
局
を
除
く
）

問
い
合
わ
せ
／
静
岡
県
く
ら
し
・
環
境
部
環
境

局
自
然
保
護
課
☎
０
５
４
（
２
２
１
）
２
７
１
９

　

「
夏
季
こ
ど
も
の
き
こ
え
相
談
会
」
開
催

日
時
／
７
月
26
日

（木）
、
27
日

（金）　

午
前
10

時
～
正
午
、
午
後
1
時
30
分
～
4
時

会
場
／
県
立
沼
津
聴
覚
特
別
支
援
学
校

対
象
／
県
東
部
に
在
籍
す
る
幼
児
・
児
童

相
談
内
容
／
聴
力
測
定
及
び
聴
覚
障
害
に

つ
い
て
の
相
談
、
教
育
相
談

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
７
月
13
日

（金）

ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
氏
名
・

年
齢
・
性
別
・
住
所
・
電
話
番
号
・
所
属

園
等
・
希
望
日
時
・
き
こ
え
等
の
様
子
を

明
記
）
で
、
静
岡
県
立
沼
津
聴
覚
特
別
支

援
学
校
☎
０
５
５
（
９
２
１
）
３
３
９
８
、

℻
０
５
５
（
９
２
３
）
５
３
２
７
へ

16
「エキストラ募集と初歩的な演技指導講座」受講生募集…７月１日（日）　午後 3 時から７時まで、市民交流センター「ふ
じざくら」２階大広間で、芸能プロダクション社長による、日常にも役立つ簡単な演技指導講座を行います。
申し込み・問い合わせ／ファクス（氏名・住所・電話番号・年齢を明記）で、ロケーション御殿場　℻ (84)0922 へ

…Ｅメール

有
料
広
告

７月の休館日
17 日 ㈫
※第３月曜日が祝日のため翌日に振替
●ブックスタート
４日㈬・18日㈬

※６カ月児健康診査の親子を対象に、

保健センターで行います。

◎譲ります
☆エレクトーン　☆自転車
☆ベビーバス…以上無料
☆スタンド式テーブルソー　☆本棚各種
☆フォルクスワーゲンボンネット
☆スキーキャリア…以上有料
◎譲ってください
☆電子レンジ　☆脚立
☆キックボード（子ども用）…以上無料
☆いす式簡易トイレ　☆キーボード
☆掃除機　☆PCプリンタ…以上相談
※ファクス、留守番電話での受付不可。

★カルチャーコース
◎夜間英会話　◎アロマ教室　
◎フラワーアレンジメント
◎手作り木綿ぞうり教室
◎絵画教室　
◎夏休み親子工作教室
★パソコンコース
◎パソコン入門《ビギナーズコース》
◎ワード基礎
対象／パソコンの基本操作ができる人
◎ワード活用
対象／ワードの基礎内容ができる人

◎エクセル基礎
対象／入力ができる人
◎夜間アクセス基礎
対象／エクセルの基礎操作ができる人
◎夜間デジタルカメラ《ワード使用》
対象／ワードで入力ができる人
★その他のコース
◎刈払機の安全衛生講習
◎夜間第２種電気工事士受験対策講座

（筆記対策）
※７月２日㈪午前 8時 30分から
申し込みを受け付けます（先着順）。

●おはなし広場
毎週土曜日　午後 2時 30 分～
●親子おはなしの会
11日㈬・25日㈬　午前10 時 30 分～
※絵本の読み聞かせを行います。
●リサイクルブックスデー
15日㈰　午前 9時～
※本を無料で差し上げます。

●新着図書のご案内

「わくわくほっこり和菓子図鑑」  君野倫子　著
「棚田　その守り人」　中

な か し ま

島峰広　著
「仔猫の恋」　　　　飯田雪子　著
「みあげるとそら」　  赤川　明　著
「ピアノはっぴょうかい」  みやこしあきこ   著
「女王さまのむらさきの魔法」   

あんびるやすこ   著

17

7月

不用品活用バンク ８月度講座受講生募集エコハウス御殿場
  ☎（88）3337

駿東地域職業訓練センター
申し込み・問い合わせ☎（87）3322

5 日㈫

７月の巡回日
巡　　　　　回　　　　　時　　　　　間

午前 午前 午後 午後 午後
 10:00 ～10:45  11:00 ～ 11:45 1:15 ～ 2:00  2:15 ～ 3:00  3:15 ～ 4:00

3、17、31 日㈫ 高根学園 高根第１保育園 中畑南公民館 ミサワホーム 玉穂第２団地
４、18 日㈬ 新橋堀前ハイツ前 第１グリーンタウン 神山池の平 神山保育園 神山小学校
５、19 日㈭ 杉名沢コミセン 森の腰幼稚園 栢ノ木区防災広場 永原団地 東田中区中央公民館
６、20 日㈮ 玉穂幼稚園 玉穂第１保育園 御殿場団地 東保育園 高根小学校
10、24 日㈫ 高根第２保育園 原里西幼稚園 上小林分校 中畑蕪木台団地 玉穂第４団地
11、25 日㈬ 印野保育園 時之栖コミセン 永原公民館 大坂団地 神山平集会所
12、26 日㈭ 大沢１組 永塚７組 原里幼稚園 保土沢公民館 北畑第２公民館
13、27 日㈮ 原里第２保育園 竈幼稚園 神山幼稚園 富士岡幼稚園 富士見原区集会所



　　　７月の休日救急歯科診療当番医
診療受付時間／午前９時～午後３時

　　　７月の休日水道工事店
工事受付時間／午前８時～午後５時

7月

期日 歯科医院名 所在地／電話番号
1 日
㈰ 二枚橋歯科医院 二枚橋 230

☎ (81)4618
8 日
㈰ 渡辺歯科医院 二枚橋 297-1

☎ (83)7611
15 日

㈰ 大木歯科医院 小山町藤曲 584-12
☎ (76)4188

16 日
㈪ 子上歯科医院 新橋 2055

☎ (82)0030

22 日
㈰ ファミリー歯科医院

新橋 1938-10
不二家ビル２階

☎ (83)6563
29 日

㈰ 小野歯科医院 小山町生土 6-1
☎ (76)0073

期日 工事店名 電話番号

1 日
㈰ ㈲長田設備 (89)2491

7 日
㈯ ㈱高橋水道 (80)5155

8 日
㈰ 伊倉住器設備 (83)3898

14 日
㈯ 田辺設備工業 (84)0359

15 日
㈰ ㈲セリザワ管工業 (82)0753

期日 工事店名 電話番号

16 日
㈪ ㈱北斗建設 (82)6866

21 日
㈯ ㈲杉山工事店 (87)1244

22 日
㈰ 長田工業所 (89)3383

28 日
㈯ 山﨑設備工事店 (89)3226

29 日
㈰ 長田水道工事店 (89)1493

毎
月
５
日
、
20
日
発
行
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）
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外国人のための、ポルトガル語による「広報ごてんば」もあります。問い合わせ／国際交流協会☎ (82)4426

日・曜 行　　　事　　　名 会　場

１㈰

半夏生
社会を明るくする運動強化月間（31 日まで）
愛の献血助け合い運動月間（　〃　）
市父親ソフトボール大会（午前８時）
富士岡地区ペタボード大会(午前9時)
原里地区ソフトミニバレーボール大会 (   〃   )
富士山開山式（午前 10 時）
父親相談（午後１時）

市 南 運 動 場
神山小学校体育館
市 体 育 館
新橋浅間神社
市民交流センター

２㈪ 法律相談（午後１時）（予約制）
成人健康相談（午後１時 30 分）

市 役 所
保健センター

３㈫ 赤ちゃんセミナー（午後１時） 保健センター

４㈬
補聴器相談（午前９時 30 分）
こどもすこやか相談（午前 10 時）
６カ月児健康診査（午後１時 15 分）

市 役 所
市民交流センター
保健センター

５㈭ 定期予防接種（ＢＣＧ）（午後１時 30 分）保健センター

６㈮ 男性結婚相談（午後１時） 市民交流センター

７㈯ 小暑
七夕

８㈰
９㈪ 乳幼児健康相談（午前９時 15 分） 保健センター

10 ㈫
人権相談（午後１時）
税務相談（　  〃  　）
１歳６カ月児健康診査（午後１時 15 分）

市 役 所
〃

保健センター

11 ㈬

夏の交通安全県民運動（20 日まで）
親子おはなしの会（午前 10 時 30 分）
心身障害者相談（午後１時）
３歳児健康診査（午後１時 15 分）

図 書 館
市民交流センター
保健センター

12 ㈭ こころの健康相談（午前 10 時）（予約制）市民交流センター

13 ㈮ ２歳児健康相談（午前９時 30 分） 保健センター

14 ㈯ 第 30 回富士山自然観察会（午前 10 時）

女性結婚相談（午後１時）

富士山御殿場口
新 ５ 合 目 周 辺
市民交流センター

日・曜 行　　　事　　　名 会　場

15 ㈰
ぼん
リサイクルブックスデー（午前９時）
男性結婚相談（午後１時）

図 書 館
市民交流センター

16 ㈪ 海の日

17 ㈫
補聴器相談（午前 10 時）
法律相談（午後１時）（予約制）
赤ちゃんセミナー（　〃　）

市 役 所
〃

保健センター

18 ㈬
家庭読書の日
こどもすこやか相談（午前 10 時）
６カ月児健康診査（午後１時 15 分）

市民交流センター
保健センター

19 ㈭ 土用
食育の日

20 ㈮
行政相談（午後１時）
プレママ学級（午後１時 10 分）
定期予防接種（ＢＣＧ）（午後１時 30 分）

市 役 所
保健センター

〃

21 ㈯

市子連ドッジボール大会（午前 9 時）

高根地区夏祭り（午後５時）

印野地区民納涼盆踊り大会（午後６時 30 分）

市 体 育 館
中郷館竜良ドーム・
高根ふれあい広場
富士山樹空の森

22 ㈰ 大暑
23 ㈪ ぼん迎え火

24 ㈫
全日本高等学校馬術競技大会（25 日まで）

（午前 10 時 45 分）
１歳６カ月児健康診査（午後１時 15 分）

馬術・スポーツセンター

保健センター

25 ㈬

心身障害者相談（午前 10 時）
親子おはなしの会（午前 10 時 30 分）
心配ごと法律相談（午後１時）（予約制）
３歳児健康診査（午後１時 15 分）

市民交流センター
図 書 館
市民交流センター
保健センター

26 ㈭ ぼん送り火
こころの健康相談（午前 10 時）（予約制）市民交流センター

27 ㈮ 成人健康相談（午前９時 30 分）
女性結婚相談（午後１時）

保健センター
市民交流センター

28 ㈯ 富士山太鼓祭り（午前 10 時） 富士山樹空の森
29 ㈰ 富士山太鼓祭り（午前９時 30 分） 富士山樹空の森
30 ㈪
31 ㈫
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